
中東情勢の緊迫化が続き、75ドル突破
NY原油先物相場は、1バレル=70ドル台後半まで値上がりし、昨年11月30日以来の高値を更新する展

開になった。引き続き中東情勢緊迫化に対する警戒感が強く、上値追いの展開になった。原油供給障害

などは発生していないが、地政学リスクの高まりが相場に対してプレミアム加算を促している。また、

中国政府の景気対策期待が強くなっていること、10～12月期米国内総生産（GDP）が市場予想を上

回ったことで、米中の需要環境に対して楽観的な見方が強まったこともポジティブ。

中東ではイエメンの武装組織フーシ派の船舶に対する攻撃が続いている。米軍はイエメンのフーシ派施

設に対する攻撃も行っているが、逆に紅海での船舶の航行リスクは一段と高まり、海運各社も紅海・ス

エズ運河の航行を一時中止する動きを強化している。あくまでも輸送障害に留まり、生産障害は発生し

ていない。ただし、高いレベルの先行き不透明感から75ドルの節目を上抜く展開になった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（1月19日時点）は、原油が前週比923万バレル減、ガ

ソリンが491万バレル増、石油精製品が142万バレル減となった。
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【現状確認】
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過熱感の強い価格ゾーン、中東情勢次第で大きく動く可能性も
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【展望】

中東情勢の不安定化を背景に戻り高値を更新しているが、上

昇余地は限定されよう。石油タンカーの紅海・スエズ運河通

行が困難になっているが、現状ではアフリカの喜望峰沖の

ルートで代替されており、欧州地区などの需給に目立った混

乱は見られない。このまま生産障害が発生しないのであれば、

70ドル台後半からの上昇余地は限定される可能性が高く、

徐々に上値の重さを再確認しよう。

中東情勢は先行きの見通しが立たず、仮に中国の仲介でイラ

ンがフーシ派の活動抑制の動きを見せると、利食い売りが膨

らみやすくなる。イスラエルとハマスの一時停戦が実現した

場合にも、下振れリスクが高まる。一方、26日にはロシアの

石油タンカーがミサイルに被弾しており、石油タンカーに対

する攻撃が相次ぐような事態になると、もう一段階の上昇を

試す可能性が高まる。

一方で、需要不安の後退が下落余地を限定する。原油価格の

水準が切り下がったことで、中国などの石油精製業者の在庫

手当の動きが強くなっている。また、米中経済に対する信頼

感が回復していることもポジティブ。WTI原油のサヤをみて

も、昨年12月時点の順サヤ（期近安・期先高）が逆サヤに転

換しており、期近限月に対してはプレミアムが加算されてい

る。80ドル水準には割高感が強い一方、70ドル割れから値を

崩す必要性も薄れている。

1月30～31日の米連邦公開市場委員会（FOMC）を受けての

ドル、株価動向がイベントリスクになる。また、前週は米原

油在庫減少もポジティブ材料視されたため、更に在庫取り崩

しが進むかにも注目したい。
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